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■子どもたちを、子どもに戻すために
地震と地震による原発事故があつてから、福島の子どもたちは放射能のために屋外で遊ぶことも
ままならない生活を送つています。子どもたちは親ごさんの苦労をわかつていて、みんなとてもい
い子にしているそうです。子どもたちに、せめて夏休みにのびのびと子どもに戻つて大自然のなか
で遊んでもらいたい、そういう六人の願いからこのプロジェクトが始まりました。夏季林間学校の試
みは、阪神淡路大震災のときも行われました。今回はあまりにも被害が大きい災害だつたゆえ、な
かなか支援の手が「遊びJにまで及びません。
でも、なんとか、この夏休みをできる限り自由に遊んでほしい。社会が自分たちに無関心ではない
ことを感じてほしいと願い、教育に関わるNPOのメンバーがこのプロジェクトを進めてきました。

■いま、体験することの意味
林間学校は子どもの身の安全を預かる難しいプロジェクトですが、北海道の自然体験をサポート
しているNPOの方々の金面的な協力があって実現しました。たくさんの方々が関わり、やつとサイ
トを立ち上げるところまできた……というのが現状です。なにしろ、まだ事故から三ヶ月ですか
ら"―・・。
なぜ急ぐのか。この大災害のまつただ中で何を体験するか?は、子どもたちの成長にとても大き
な影響を与えると考えるからです。このたいへんな時だからこそ、自然体験学習を通してきまざま
な人たちと出会つてほしい。そう思うのです。それがきつと成長の糧になるに違いない、と。
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